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Abstract :  Curently, in Japan, with regard to health and medical info]「 nation, the standardization of

medical infO][nation will be conducted in teⅡns of nursingo ln addition a varicty of standardization efforts

are now under way。  1■ owever, the standardization of nursing te」 Πlinology is not addressed in the literature

on occupational health nursing ―一 an emerging fleld of nursingo Therefore,based on a bibliographical sur―

vey and my practical experiences in the fleld, I studied the possibility of using standardized nursing teⅡ ns

in occupational hcalth nursing。
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抄録 :現在,我が国においては,保健医療の情報化に伴い,医療情報の標準化が進め られる中,看護

用語 について も同様に,様 々な標準化の取 り組みが行われている。 しか し,近年,看護の新 しい分野

として確立 しつつある産業看護においては,看護用語の標準化に関する文献はみられない。そのため,

今回,文献的検討 と自己の産業看護の実践経験をも、まえなが ら,標準化 された看護用語 について,産

業看護での使用可能性について検討を行 った。

キーワー ド 産業看護,看護用語,標準化

部 とする)が内閣に設置され,IT基本法に基づいた

重点計画立案の基礎 となる「 c―Japan戦 略」
2)と

c_

Japan戦 略の施策の強化,促進を図るための「 e―Japan

重点計画」
3)が 進められている。2006年 にうちだされ

た「IT新改革戦略」
4)で は,保健・ 医療・福祉分野の

情報化という項目が掲げられている。この中で,情報

化については,情報のネットワーク化によって,科学

的・客観的データの蓄積や大量の最新情報をリアルタ

イムに伝送・共有できることとしている。医療では,

電子カルテの導入に向けて,診療録や画像,看護記録

等の医療情報をコンピュータで可読可能にするための

は じめ に

わ が 国 の 医療 に お け る情 報 技 術 (InfOm耐ion

Technology:以 下,ITと する)の動向は,2000年 に内

閣官房により,高度情報通信ネットワーク社会の形成

に関する基本方針を定めた法律である高度情報通信ネッ

トワーク社会形成基本法 (以下,IT基本法とする)1)

が制定されたことを契機として,保健医療分野におけ

る情報化が推進されている。2001年 には,高度情報通

信ネ ットワーク社会推進戦略本部 (以下,IT戦略本
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医療情報の電子化や遠隔医療などのサービスの推進が

盛 り込まれている。

また,厚生労働省では,2001年 に「保健医療分野の

情報化にむけてのグラン ドデザイン」
5)を 発表 し,

「情報提供」,「効率化」,「質の向上」,「安全対策」 と

いう4つ の医療の課題を解決するために,医療情報の

電子化に向け,情報技術を活用することとし,医療情

報の伝達や共有のために,医療情報の基本的要素であ

る用語および用語の意味を定義する名前,用語や文章

を付与するためのコー ドについて判断基準を設ける

(標準化する)た めの取 り組みについて提言 している。

さらに,2007年 には,「医療・健康 0介護・ 福祉分野

の情報化グランドデザイン」
6)が

発表され,2006年か

ら概ね 5年間のアクションプランについて示 している。

この中では, これまでの医療 0健康・ 介護・福祉分野

のサービスの質向上,効率化に加え,個人が自分自身

の健康情報の収集 0管理および健康情報の活用を可能

とするための取 り組み内容が盛 り込まれている。この

中で,「用語・ コー ド等の標準化」,「用語間の関連性

のコー ドの標準」は,先行 して取 り組むべき課題とさ

れている。

看護用語については,医療機関を中心として,医療

機関毎ではあるが,看護用語を看護診断分類 (Notth

American Nursing Diagnosis Association:以 下, NANDA

とす る)や 医療情報 システム開発セ ンター (The

Medical lnfomlation System Development Center:以 下 ,

MEDIS―DCと する)を用いて,現在使用 している看

護用語を標準化させる取 り組みが行われている。 しか

し,近年,看護の新 しい分野として確立 しつつある産

業看護においては,看護用語の標準化への取 り組みに

対する報告例は,ほ とんどみあたらない。

今後,産業看護において,産業看護と地域看護・学

校看護との連携が必要となるが,そ の前提となる産業

看護における看護用語の標準化について,必要性を検

討することは,産業看護活動に有効な情報交換や情報

データベースの構築に役立つと考えられる。このこと

から,今回,産業看護における看護用語の標準化の必

要性について検討を行う。

I.用 語 の定義

1.情報 (Inf01madOn):「伝えられ」 [理解される

もの]7)

2.医療情報 (Medical lnfomadon):「医療施設

あるいは,国 レベルでの疾病・医療に関する情報」,

[伝達的価値が高い診断・治療に関する医学知識]9

“診療過程で発生 した患者個別の情報"であり,

特性としては,情報の表現形式の多様性,内容的

階層の幅広さ,秘匿性がある8)。

3.医療情報の標準 :標準とは,判断基準となるも

のであり,医療情報の標準には,「技術標準」 と

「医療情報そのものの標準」があり,医療情報の

中に[用語 0名 称]が ある9)。

4.産業看護の定義について, 日本産業衛生学会産

業看護部会では,「産業看護 とは,事業者が労働

者 と協力 して,産業保健の目的
注1)を

自主的に達

成できるように,事業者,労働者の双方に対 して,

看護の理念
注2)に

基づいて,組織的に行う,個人・

集団・組織への健康支援活動である」
Dと してい

る。

Ⅱ.医療情報における用語の標準化

1.国内外の保健・医療情報化政策

2006年の保健・医療分野における国際的調査H)で は,

医師の電子カルテ利用率は,オ ランダ98%,ニ ュージー

ランド92%,イ ギリス89%,オ ース トラリア79%, ド

イツ42%,ア メリカ28%と なっている。電子カルテ導

入率の最 も高いオランダでは,国内の医療 ITシ ステ

ムの連携とそれに基づ く医療関連機関の間での患者情

報の共有を目的に,国立医療 ICT研究所がオランダ

保健省によって設立され,全国規模で「バーチャル電

子患者記録」の構築に取 り組んでいる。ニュージーラ

ンドでは,国民は,医療・障がい者サービス利用時に

使用 され る国民保健 0医 療検索 (National Hcalth

lndex)番号を持ち,医療関係者が適時に患者の正確

な情報検索ができ,適切な医療処置が行え,医療従事

者と国民双方がメリットを実感できる仕組みづ くりが

行われている。

一方,我が国では,厚生労働省が 3年毎に行ってい

る医療施設静態調査2005年 (厚生労働省)Dの最新デー

タによると,医療機関の全体または一部に電子カルテ

が導入されているのは,わ ずか5。9%,オ ーダリング

システムを導入 している病院は22.0%で ,「処方」20。 3

%,「検査」 17.7%,「 予約」 15。4%と 欧米諸国に比べ

て低い状況にある。その理由の 1つ として,政策的な

導入が積極的でなく,医療機関および国民双方にとっ

て,医療機関に電子カルテやオーダリングシステムが

導入されることへのメリットが実感 じにくい状況にあ

ると考える。そのため,標準化の基盤となる “用語・



桝田 聖子 :我が国の産業看護における看護用語標準化の現状と課題に関する文献的 レビュー      11

コー ド"の標準化が推進されにくい状況にある。 しか

し,「IT新改革戦略」,「医療・健康・介護・ 福祉分野

の情報化グランドデザイン」に従い,今後一層,個人

が自分の健康情報を活用できるためのシステム構築に

向け,保健 0医療分野の電子化がすすみ,情報化が促

進されると考えられる。

2。 医療情報の標準化

保健・医療分野等の情報化をすすめるにあたっては,

まず,医療情報の標準化が必要となる。医療情報の標

準化は,疾病分類や放射線診断,画像診断,看護用語 ,

臨床検査,薬剤など関連分野ごとに行われている。国

際的な機関 と しては, 第一 に,ISO(Intemational

Organization for Standardization)が あり, ISO TC215

は,医療情報のための TC(Technical Committec)と

されている。また,医療施設で使用される電子情報を

異なるシステム間で通信可能とするための国際的な通

信規約としては,Hcalth Leve1 7(以 下,HL7と する)

がある。 ヨーロッパでは, CEN (英 語表言己European

Committee Standization)が あり,医療情報に関しては,

TC251が 標準化を行っている。

米 国 の標 準化機 関 と して は,ANSI(American

National Standard lnstitute)が ある。

医療情報の標準化の対象としては,「情報交換規約」,

[運用],[安全管理基準], “医学用語・ コー ド"な ど

がある。「医療情報」の標準化および「技術標準」の

標準化に関する機関を表 1に 示す。

我が国の標準化では,国家規格として日本工業規格

(Japanesc lndustrial Standard:以下,ЛSと する)をベー

スとして,大学医療情報ネ ッ トワーク運営委員会

(University Hospital Medical lnfomlation Network:以

下,UMINと する)や保健医療福祉情報システムエ業

会 (Japanese Association of Healthcare lnfomation

System lndustry:以 下,JAHISと する),医療情報 シ

ステム開発センター (The Medical lnfomation Systcm

Development Center:以 下,MEDIS― DCと する)な どが

中心となり,医療情報の標準化をすすめている。これ

らの医療情報の標準化機関では,国際規格である ISO

や HL7に対応 した規約づ くりが進められている。

標準化のレベルについては,大学医療情報ネットワー

ク標準仕様委員会 (UMIN)が標準化に関する 7つ の

レベルを提案 している0(表 2)。 標準化 レベルは,

標準化の様々な対象課題を標準化の性質や他のレベル

との関連を考慮 しながら分類されている。 レベルが下

になる程,情報自体の基本的な標準化を示 し, レベル

表 1。 「医療情報」および「技術標準」の標準化に関する機関

国際的な標準化に関する機関 国内の標準化に関する機関

国際標準 化機 構

Intemational

C)rganization for

Standardization

Technical Conllnittee

(ISO TC)215

ISOは、電子・電気技術を除く全産業

に関する国際的規格の標準化を図る。
TC215は 、健康における情報のフィー

ル ド標準化と独立したシステムの間で

互換性と相互運用性の達成を図る。ま

た、比較の統計目的 (例 えば分類)の
ためにデータの互換性を確実にする。

日本工業規格

Japanesc

lndustrial Standard

(JIS)

日本で使用されるさまざまな工業製

品の国家規格。

欧州標準化委 員会

Europcan

Committcc for

Standardization

(CEN)TC251

非電気分野における欧州18ケ 国の標

準化機関。
TC251は 、医療情報に関する標準化

委員会

医療情報 システム開発セ

ンター

The Medical lnfonnation

Systenl Devclopment

Centcr(MEDIS…DC)
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年度診療情報の「用語 0コ ー ド」の

標準化にむけて、病名、手術・処置、

臨床検査、歯科、看護用語、症状所

見、画像検査、医薬品、医療機器、

診療情報の10の マスターの開発に取

り組む。

米国規格協

Arnerican National

Standard lnstitute

(ANSI)

アメリカ国内の工業製品の規格を策

定する団体。
工業分野における自発的な規格の統
一と標準化を行なう。

保健医療福祉情報 システ

ムエ業会

Japanesc Association of

Hcalthcare lnfonnation

System lndustry(JAHIS)

保健医療福祉情報システムに関する

技術の向上、品質および安全性の確

保、標準化の推進を図る。

Hcalth

Leve1 7(HL7)
医療施設で使用されるさまざまな電

子情報を異なるシステム間でもやり

とりできるように取 り決められた、

国際的な通信規約 (プ ロ トコル)。

大学医療情報ネットワー

ク運営委員会

Un市 crsity hospital

Medical infoination

Network(UMIN)

全国の国立大学病院によって運営。

医学、医療関係者用の情報を提供す

る。

標準仕様委員会では、標準化に関す

る 7つのレベルを提案。米国電気電子技術者協会

Institutc of Electrical and

Electronic Enginccrs

(IEEE)

電子部品や通信方式の標準化を行う。
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が上にいく程, コンピュータ技術に関連 した標準化と

なっている。下の基礎的な情報の標準化ができている

程,上のレベルの標準化が容易になるとされている。

医療情報の用語は,同 じ概念でも複数の用語が存在

する可能性があり, 1つ のコー ドに複数の用語が対応

する標準マスターが開発されている。標準マスターは,

基軸に「 コー ド」・ [名称]・ “分類体系"を もつ。こ

の基軸の条件としては,他の全てのコー ドと関連付け

が可能であること,将来にわたり変更されないことが

必要である。

我が国では,厚生労働省より委託を受けた MEDIS―

DCに おいて,現在,10分野の標準化への取 り組みに

ついて,Webペ ージで公開 し, ダウンロー ドして使

用できるようになっている。看護用語については,看

護記録の電子的な記録に活用するために,看護実践用

語標準マスターが開発され,そ の内容としては看護行

為を示す「看護行為編」と患者状態を示す「看護観察

編」があるn(表
3)。

このように,看護用語においても標準化に向けての

取 り組みが行われているが,以下では,看護用語の標

準化の動向を概観 しつつ,現在,我が国で実用化が図

られているMEDIS―DCの 看護実践用語標準マスター

の研究開発例などを取 り上げ,現在の我が国の産業看

ハビリテーション学編 (2009年 3月 )

護における看護用語の標準化の課題と産業看護での使

用可能性について検討する。

3。 看護用語の標準化

1)看護用語の発展

米国では,1974年,保健医療福祉コス ト管理,サー

ビスの公平性の確保等を目的とし,統一退院データ

(患者退院時に診療録から収集されるべき最小限の基

本データの項ロセット)が採用された。 しかし, この

中に,看護の臨床データは全 く含まれていなかった。

保健医療におけるデータの標準化およびデータセット

の構築が進む中,1985年,看護最小データセットが発

表されている。看護最小データは,「専門的看護 とい

う特定次元に関連する分類と統一的定義を有する情報

項目の最小セット」で,看護データの比較,患者・家

族のケアを反映 した記録の実施によって看護研究デー

タベースを構築 し,看護ケアに関するデータを提供す

るものである。その後 も「患者ケアデータセ ット」

「周手術看護婦看護ケアデータセット」などが開発さ

れている。 これ ら看護最小データセ ッ ト (Nursing

Minimum Data Sct:以 下,NMDSと する)の定義・

目的 0要素・課題については,表 4に示す。

NMDSは ,分散 していたデータを統一 して,効率

表 2.大学医療情報ネットワーク標準化仕様委員会 標準化 レベル

レベル 概   要 説   明

osの 標準化 異なるメーカーのハー ドウェアで同一のアクセスポイントが可能

システムのインターフェース標準化 データフォーマット、データ授受媒体/通信方式規約

データベースの標準化 情報公開規定、相互アクセスの規約

業務システムの標準化 機能、運用捜査の統一

出力帳票標準化 出力項目、帳票 レイアウ トの統一

マスターテーブル標準化 マスターテーブルの共同整備

1 用語・分類コー ドの標準化 用語の定義、用語の整理、コー ドの統一

大学医療情報ネットワーク運営委員会 病院情報 システム標準化の対象と手順
B)を

参考に作成

表 3.医療情報システム開発センターにおける用語 0コ ー ドの標準化

分 野 開発マスター

病 名 ICD-10対 応電子カルテ用標準病名マスター

手術・処置 手術・処置マスター

医薬品 医薬品マスター (HOT番 号)

臨床検査 臨床検査マスター

看護用語 看護実践用語標準マスター 看護観察編 0看護行為編

症状所見 電子カルテ対応症状・所見標準マスター電子カルテ対編

歯科分野 歯科病名マスター、歯科手術・処置マスター

画像検査 画像検査マスター

医療機器 医療機器データベース

診療録情報 J―MIX(電子保存された診療録情報の交換のためのデータ項ロセット)

医療情報開発センター Webペ ージのを参考に作成
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的な費用で看護ケアの質を向上させるため,有用であ

り,今後,NMDSの 核 となる看護診断分類 (No■h

American Nursing Diagnosis Association:以 下 ,

NANDAと する)や看護成果分類 (Nursing Outcomes

Classiication:以 下,NOCと す る), 看護介入分類

(Nursing lnteⅣ ention Classiflcation:以 下, NICと する)

の導入が進むと,NMDSの 活用が高まると考え られ

る。

英国では,国民保健サービスにおいて,保健サービ

ス管理者に対する情報提供を充実させるため,「ケル

ナー・ レポー ト」が発表された。この中で示されたデー

タセットは,医師起源の臨床データに焦点が当てられ,

臨床看護データは除かれている。 しか し,後に,「看

護事象記録」や「入院許可権」,「療養所運営計画」と

いった看護の要素を含む改定が行われた。現在,主な

看護用語の分類として,国際的に認知されているもの

表 4。 NMDSの概要

定義

要素

課題

「標準保健医療データセット」(unifom Minimum Hcalth Data Set:以 下、UMHDSと する。)は、

合衆国保険医療情報政策審議会が規定 した保健医療システムに関する必要最小限のデータ要素

「看護最小データセット」(Nursing Minimum Data Sct:以 下、NMDSと する):
UMHDSの 概念のもとに構築され、不可欠の看護データの収集を標準化する最初の試み

UMHDSの 定義と適合させ、一定の定義とカテゴリーでヘルスケア 0シ ステムにおける情報ニーズを満たす

ために必要な看護データの最小セット

NMDSは、不可欠のラベルと概念的定義を含む

看護のデータを対象者、施設・設備、地域、時間を越えて比較可能とする

施設内外で提供されるクライアントおよびその家族に対する看護ケアの記述

提供されたケア、健康上の問題や看護診断に応 じて配分された看護資源の明確化、傾向の提示

看護、その他の保険医療システムに含まれる具体的なデータヘのアクセスによる看護研究の促進

臨床上の判断、管理、保健政策上の意思決定に役立つ看護ケア情報の提供

「看護ケア」の要素 :看護診断、看護介入、看護アウ トカム、看護ケア度

「患者/ク ライアントの人口統計学的データ」 :ID、 生年月 日、性別、人種および民族、住所

「サービスの要素」 :施設あるいはサービス機関の番号、患者/ク ライアントの保健医療記録番号、主たる担当ナー

スの登録番号、入院あるいは面接の開始 日、退院あるいはケアの終了日

患者/ク ライアントの転帰、医療費の支払い予定者 (サ ービスに対する財源)

目的

法的基盤および財政的基盤の整備、看護診断、看護介入、看護アウ トカムの共通言語としての確立

Kathryn J.H,Margaret JoA.,Marion J.B:看 護情報学への招待
Dを

参考に作成

表 5。 国際的に認知されている看護用語分類

看護用語分類 説 明

国際看護実践分類 Intcmational Classiication for Nursing

Practice ;ICNP①

2005年 6月 バージョン 1発表

国際看護師協会 (ICN)

用語の意味を整理するための枠組み。

看護現象・看護行為 0看護結果の 3つ で構成、看護現象と看護行

為について、それぞれ 8つ の軸より意味を選択 し、 1つ の概念を

表す。使用する際には加工が必要。

看護診断分類

北米看護診断学会 (No■h Amcrican Nursing

Diagnosis Association:NANDA)

診断名ごとに定義・診断指標 0関連因子 0危険因子を示す。

ラベル表記をそのまま記録に用いることができる。

看護介入分類 (Nursing lnteⅣ cntion Classiication)

オイオワ大学看護学部

6つの領域 (生理学的 :基礎、生理学的 :複雑、行動的、安全、

家族、ヘルスシステム)か らなり、それぞれの領域で類をもつ。

看護成果分類 (Nursing Outcomes Classiication)

アイオワ成果プロジェク ト
各成果名に対 し、 5段階の尺度をもつ。

オハマ (OHAMA)シ ステム

オハマ大学

コミュニティベースのヘルスケアサービスに適応する。

看護過程に基礎を置 く、患者中心の管理情報システム。

在宅ケア分類 (Home Hcalth Care Classiication)

サバら
在宅ケア領域の看護診断 0看護介入を表す。20の 在宅ケア要素か

らなる。
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表 6.我が国の看護用語分類

看護用語分類 説  明

重症度 0看護

必要度

厚生労働省

2008年診療報酬改定の看護分野に係る主な項目のひとつで、特定機能病院と救急救命センター

を除く7対 1入院基本料導入医療機関は、2008年 7月 から「看護必要度」に基づく測定を行い

申告する義務を負う。測定は、重症度 0看護必要度に係る評価票に基づき、判断した点数を合

計して記載する。

看護行為用語分類

日本看護科学学会

行為の「安全性」「人間の尊厳の尊重」確保を図り、「対象の状態の用語」「看護行為の用語」

に分類 し、 6つ の領域32分野211用 語を整理 したもの。

看護実践用語標準マスター

MEDIS― DC
看護行為を示す「看護行為マスター」、患者状態を示す「看護観察マスター」に分類。看護計

画・ クリティカルパス 0看護記録等に実際に記載する看護用語として利用する目的で開発され、

医療機関における活用可能性が検討されている。

ICNP① Japan

日本看護協会

ICNP① の日本語訳、 日本におけるIcNP① の妥当性検討が行われている。上鶴 (2001)に よる

と、ICNPの 日本語翻訳に関し、H.5%の 修正を要 したとしている。抽象度が高い ICNP① は、

叙述的看護記録の多い日本では、入院時情報収集や看護計画などに限って使用可能とされる。

NANDA看 護診断

日本看護診断学会

用語検討委員会において、訳語の検討、新規採択を行う。

としては,表 5の ようなものがある。

現在,我が国の主な看護用語分類については,表 6

に示す。 日本の臨床現場では,看護の必要量を示す指

標 として,「重症度 0看護必要度」が用いられること

が多い。我が国の看護学学術用語の開発に関しては,

日本看護科学学会が1995年 より,看護学学術用語の開

発に取 り組み,「看護行為用語分類」を発表 している。

2005～2007年 にかけては,「看護行為用語分類」の普

及と洗練や電子カルテ・研究論文との関連性の検討が

行われている。

上鶴“
)に よると,国際的に認知されている看護用語

の分類については, 日本では,看護診断を導入 してい

るケースが多いとされている。

一方,産業看護における標準化の取 り組みに関して

は,荒木・河野
mに よるウエルネス産業看護診断の開

発への試みが報告されている。また,2005年 には河野

による「産業看護アセスメントツール」
略)が

開発され

ている。

4.産業看護における看護用語の現状と課題

1)産業保健分野における健康情報の電子化

現在,健康保険組合において,健診データの電子化

や健康管理室の利用状況,疾病休職者情報の電子化な

ど,保健医療情報の電子化が進められているところも

ある。 しかし,産業看護における看護用語は,統一性

に乏 しい状況にある。現在,看護用語が標準化されて

いない機関では,看護者が使用 している看護用語は,

機関毎,個人で異なる状況にある")。 以前,健康管理

室で勤務 していた際に,健康管理室来室者の「 lヶ 月

前から眠れない」との訴えに対 し,「不眠の訴えあり」

「 lヶ 月前から眠れない」「不眠感あり」など,表現は

看護者によって異なるケースがあった。対象者が「 1

ヶ月前から眠れない」と訴えたとしても,睡眠時間が

不足 しているのか,睡眠の質が悪いのか,あ るいは睡

眠時間と睡眠の質に問題がなくとも,対象者は睡眠が

足 りないと感 じている場合もあるかもしれない。この

ような訴えがあった場合,「 l民 れない」の解釈につい

て,固定されていなければ,適切な判断を行うことが

できない可能性があると考える。今後,産業看護職の

活動を事業所の安全衛生活動に反映させることや健康

保険組合における産業看護で取 り扱うデータの電子化

を進めるためには,産業看護における看護用語の標準

化を図る必要がある。

2005年 以降,「地域 0職域連携事業推進ガイ ドライ

ン」
2の が厚生労働省から発表されたことから,産業看

護職として,生涯を通 じた継続的な健康支援のために,

地域保健,学校保健との連携が求められている。健診

データや健康情報に関 し,関係機関とデータのやりと

りを行う場合,統一された用語・ コー ドでなければ,

データのやり取 りが困難であり,産業看護における看

護用語の標準化が必要になると考える。

2)産業看護における看護用語の標準化

日本産業衛生学会産業部会より,産業看護の定義が

出されたことは前述 した。現在,産業看護現場におけ

る産業看護職の業務は,法制上は衛生管理者としての

位置づけであるが,事業場ごとによって業務が異なる

現状にあるため,役割が不明確になりやすい。産業看

護職の業務内容を明らかにし,役割を明確化するため

には,情報の基本的な要素である用語について,産業
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看護で使用する用語の同一定義,同義語の整理, コー

ドの統一を図るなど標準化 レベル 1の 標準化に取 り組

むことは,産業看護職の専門性を明確化する第一歩と

なると考える。

臨床看護においては,NANDAの 看護診断を導入 し

ているところが多い。現在,多 くの機関で導入が検討・

活用されている看護診断は,病院や施設内の患者にと

どまらず,個人・家族 0地域社会の「健康問題」に視

点が置かれている。看護診断をベースに作成 された

「産業看護アセスメントツール」
Dで は,領域別のア

セスメントシー トで労働が対象者の生活に及ぼす影響

についてアセスメントできるよう工夫されている。人

間の反応を診断する看護診断は,対象者個人の健康課

題解決に役立つものの,産業看護においても,産業看

護活動の具体的な成果が求められるようになってきて

いる今 日,「産業看護アセスメントツール」をどのよ

うに企業組織の労働安全衛生活動に結び付けるかとい

う課題が生 じてきていると考えられる。その課題を解

決するためには,労働安全衛生担当者や産業医と議論

の上,労働安全衛生活動に関する用語の標準化を行う

必要があるが,短期サイクルで会社組織が変わる中,

現状では,困難であると考える。

一方,MEDIS… DCの 看護実践用語標準マスターは,

我が国で実際に研究が進められ実用化が図られている。

その例としては,既存の看護実践用語標準マスターを

活用 して, システム上で看護師が容易に標準看護用語

への変換,検索ができるマッチングツールが構築され,

臨床現場で使用するための検証創)や
長期療養型病床群

で看護情報を共有する職種間で,観察指示の確認が簡

単にできる患者観察指示システムが看護過程支援シス

テムの一部として構築され,現在,病院に導入され,

評価段階
2つ の研究がある。産業看護職の役割には,保

健指導や健康相談の他,応急処置や救急搬送といった

役割がある。そのため,一般的な看護観察の項目が含

まれる看護実践用語標準マスター「看護行為編」は産

業看護分野で活用可能であると考える。また,企業で

は,対象者が,医療を受けながら仕事を継続できるよ

う,対象者に対する生活指導,企業組織間での調整が

必要となる。看護実践用語標準マスターの「看護行為

編」では,生活指導や組織間調整等の項目もあり, こ

れらの項 目は,産業看護分野で活用可能である。産業

看護分野において,十分な検討が必要ではあるが ,

MEDIS―DCの 看護実践用語標準マスターは, NANDA
の看護診断に比べて活用 しやすいと考える。

ま とめ

今回,産業看護における看護用語の標準化の必要性

について検討 した。産業看護分野では,2008年 4月 よ

り,医療制度改革により,高齢者医療法によるメタボ

リックシンドローム対策が義務化され,特定健康診査

実施率,特定保健指導の実施率および成果について目

標値が定められ, 日標達成に応 じて,後期高齢者支援

金が加算・減額される仕組みとなった。このことから,

産業看護職は,特定保健指導の成果を求められるよう

になり,保健指導の技術を高めるため,更なる研鑽が

必要となる。 日本産業衛生学会,看護協会などを中心

に,保健指導の技術を高めるための研修会が開催され

ているが,産業看護職の中には,時間的・場所的・費

用的な制約のために,研修会に参加できない者 も少な

からずいるのが現状である。今後,cラ ーニングによ

る学習 も普及すると考えられるが,学習者が効率よく

情報収集でき,効率的な学習のための cラ ーニングを

作成するためにも看護用語の標準化は必要であると考

える。

産業看護における看護用語の標準化の実現には,ま

だ時間を要すると考えられるが,労働安全衛生担当者

や産業医と情報を共有 し,お互いの役割を理解するた

めに,ま ず,現場の産業看護職が看護用語の標準化に

取 り組むことが必要である。 しかし,産業看護職は,

企業組織の一員でもあり,産業看護における看護用語

の標準化についても,企業内の関係部門の連携が不可

欠である。あらゆる関係部門と連携 して看護用語の標

準化を進めていくことで,労働安全衛生担当者,産業

医等との共通認識にとって役立つものとなると考える。

今回は,限定された内容から,産業看護における看

護用語の標準化を検討 した。産業看護職としての立場

からの検討であったが,今後は,他の保健医療スタッ

フや働 く人の産業看護職に対するニーズ把握を行い,

看護用語の標準化が産業保健現場で役立つものとなる

よう,検討 していくことが必要と考える。

圧

注 1)産業保健の目的 :①職業に起因する健康障害を予

防すること,②健康と労働の調和を図ること,③健康

および労働能力の保持増進を図ること,④安全と健康

に関 して好ましい風土を醸成 し,生産性を高めること

になるような作業組織,労働文化を発展させること

注 2)看護の理念 :健康問題に対する対象者の反応を的

確に診断 し,そ の要因を明 らかにして,問題解決への
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